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　　　　　　　　　Fig．　3．　The　Rhizomes　of　Polygonatum　spp．　from　the　Himalayan　Regions
A：P．cか酌雌）1加n，　B：P．　e〃ry菰5’ア1〃1π，　C：P．　singal’le〃se，　D：P．ρ〃03”〃b伽切，　E：P．　punctatum，　F：，P．乃oo舵r’（no
number　and　1，　diagrarn　of　the　transection；　2，　detailed　drawing　of　the　transection；　3，　4，　bordered　pit　vessel　（3）　and
pitted　vessel　（4）　isolated　from　xylem）．
　IL　観察部位および実験方法
　根茎を，節（茎痕がある部位12））から次の節にかけて連続的に横切したところ，節間では部位による内部形態の変
化がほとんど見られず，また節問の新旧によっても差異がなかったことから，観察部位を節間の中央部とした．観察
はおもに横切面について行い，測定は未処理の切片で行った．維管束などの数は方眼接眼・ミクロメーターを用いて
計測し，単位面積当りの数で表した．解離像はペクチナーゼで解離後13），観察した．
　皿1．根茎の一般的形態
　1・外部形態
　根茎は肥厚して円柱形を呈し，外面に根茎を一周するリング状のすじ12）がある．節には円盤状の茎痕が見られる．
節が膨大するか否か，節間の形状などに種間差がある．各種を同定する上で重要な地上部の形態とともに，詳細を
TABLE　1に示す．
　2．内部形態
　横切面は類円形．最外層は表皮で，平坦または表皮細胞の外壁に沿って波状を呈するクチクラに被われる．種によ
りクチクラの厚さが異なる．表皮にしばしば気孔が認められる．内皮はない．内皮に相当する位置の内側に小型の並
立維管束がほぼ環状に並び，皮層と中心柱が区別できる．皮層は10数層～30数層で楕円形～類円形の柔細胞からなる．
中心柱内の柔細胞は類円形．中心柱の内部には外木包囲維管束が散在し，維管束の径および密度に種間差がある．木
部は1～2層の道管14）からなり，階紋，孔紋，網紋，らせん紋道管などで，解離豫では分枝した孔紋道管も多数認め
られる（Fig．2－C）．　P．　opPositiifoliumのみ，ほとんどが有縁孔紋道管である（Fig．3－D3）．道管の径は種により異なる．
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根茎全体にカルロース粘液とシュウ酸カルシウムの束針晶を含んだ類円形～楕円形の粘液細胞が分布し，その密度
（以下中心柱内の密度を示す）は種により異なる．また粘液細胞の径およびそれと柔細胞の径との比率（以下Dm。c！
Dp比と称し，中心柱内での値を示す）にも種間差がある．種によって，束針晶または柱状晶が細胞壁が肥厚した結
晶細胞中に存在する．
　IV．　比較植物の内部形態
　1・　P・rerticillat”nt　（Fig．　2－ALD）
　クチクラは厚さ5～10μmで，表面は波状．表皮細胞は放射方向径25～35μm，接線方向径25～63μm，皮層の
柔細胞は接線方向径58～150μm．中心柱の柔細胞は径88～139μm．外木包囲維管束は最大径253～400μmで，密
度は1．3～2．6個／mm2．道管は最大径33～58μm．粘液細胞の最大径は177～253μm．周辺の柔細胞より明らかに
大型で1）m。，1Dp比は1．6～2．2，密度は1．3～3．2個／mm2．騒騒晶の形態および存在場所に個体差がある．通常型
の束針晶（D1）が粘液細胞中に認められるものが一般的であるが，まれに，わずかに太い針状晶からなる束針晶や針
状晶が松の葉状に集まった束針晶（D3）が粘液細胞腫に認められるもの（T．　Namba　et　aL，　6324，6325），やや太く断
面が四角形を呈する針状晶からなる束針晶（D2）が細胞壁の肥厚した細胞中に存在するものσ「．　Namba　et・aL，5513，
6324，6325，7277）がある．
　2．　P．eirrhifelium　（Fig＄．2－E；3－A）
　・P・verticillatumに類似するが，粘液細胞が大型で最大径は305～407μm，1）mu、／1）P比は2．4～3．2．また柱状晶力：
存在することが本種の特徴で，通常細胞壁の肥厚した結晶細胞中に存在する　（2－E1）が，まれに束針晶と共に粘液細
胞中に存在するもの（T．Namba　et　aL，1684）もある（2・E2）．
　3．　P．cgr，，istylunt　（Fig．　3－B）
　前2種に類似するが，クチクラの厚さが10～13μmで表面が平坦，表皮細胞は小型で放射方向径15～20μm，粘
液細胞の最大径が139～152μmと小さいことにより区別される．中国産のもののみに，P．　cirrhifoliumと同様に，
細胞壁の肥厚した結晶細胞中に柱状晶が認められる．
　4．　P．singalitense　（Fig．　3－C）
　外木包囲維管束が小さく，粘液細胞が多数存在することで，前3種と区別される．外木包囲維管束は最大径203～
228μm，密度は2．6～3．9個／mm2．道管は最大径25～35μm．粘液細胞は最大径152～164μmで，密度は3．　2～5．8
個／Mm2．
　5．　P．oppesitifelium　（Fig．　3－D）
　申心柱の最外部に並立維管束が密に配列するため，皮層部が明瞭に観察される．皮層の柔細胞は壁にさまざまな肥
厚模様黙する．中心柱の内部の外木包囲儲束は多数で，密度は5．1～＆4個／耐道管は主1こ有縁孔紋道管（D3）
で，細胞壁が他種に比べて厚く，横切面で膜孔が明瞭に観察される．束針晶は通常，断面が四角形を呈する針状晶か
らなる．
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Fig．　4．　“Ra－mNye”　in　Sama　Market　（A），　“Ra－Mo－Shag”　（B）　and　“Lugr，　Mo－Shag”　（q　in
　　　　Katlmandu　Market　of　Nepal
（10u）
Presented by Medical*Online
．奮・。o＞萱唱。』〇三〇ρ
．℃〉幅奮・。o＞翠蔓、・。〉壼・。の。〉ε斗8嘱←。』．』〉…屈吻。〉弓睾凪．q＞願奮吻。＞目ε蕊思・。．o＞業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．口。嘱ぢ。吻』80ヨ〇三邸〉繧5ε桐×邸日。ヨ津。蕩・。罵おε5乞菅
いN〒◎oh　　引
n一一lOい
いN〒いN
而いNlOコ
Oい一1いト　　判
いN〒需　　十
。。X占い（＋）一
（目ミご霧費。o弓当￡o調茄q。日
ヨ・。費Q語一三8も8濤捻aΩ＜
吻＞6』＞d＞6＞　　累lON
。励r舜＞d＞δ〉　　いNlON
（Ω
r）写【いlOn
吻〉．h＞d＞げ〉　　い㌣いN
吻〉“』＞d＞．O＞　　Qo寸－鴇
ω〉首＞d＞6＞　　Oトー鴇
。。r帆』＞d＞δ〉　　◎oい出n
曇喜．醜｝
一8吻。＞
Oひ一一9一　　一．弔
電卜〒9一N．nIひ．【
oomNIooNN寸．ooI一．い
oomN18Nひ．6hlO．N
nいN－o◎NNO．Nよ．一
O累IooNNゆ．NIn．一
§1鍛N
ゆ．Nl●h．一
．（
ﾖ素的｝。一℃目5聾華
N．nよ．Oひ“ら〒＄O．NIn．一
い．寸iひ．nO需1 ooNN．肩↓．コ
O．Nート．一いト〒Oい一
N．N〒ひ．◎o
oo
D〒卜．一
寸O〒Ngoo
DいlN．n
卜．〒り 一Nい〒9一N．ohlひ．一
N．oら一寸。卜9￥1いOnN．o町幽．一
N．N一り．一nいNl卜卜N．nln．一
（国了 面繋
＝80bo薯8Σ
O卜Ioon
Oひ一◎oい
一〇〒りト
Nひも
一〇一一Oト
Nい一一一9
ひn〒o◎oo
（＜）一（目篭）莞O邸日章05』邸qも』80目屈∩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』o唱三2邸お8Q
＄一いN
oo獅潔_
Oい一よOO㍗いN
9昌1い目
Oひ一いト
6昏
盾盾專
1鶉
oo幽OOIOn
on黶|卜◎oO一loon
い〒◎oい一1い寸
邸嘱り垂｝（日鳶龍鰭墾∩
10N
o一黷盾
い含Nl【へN
O⊥）い－いN
on[トNNlON
寸－卜NN19
OIoooらN－NN
1いN一いN
邸哨謡騨｝（昼蔑）＝。。｝器攣
〒◎o
〒oo
一lo◎
h一黷X
－6一
一lo◎
一1い
目へ）。でヨど。。・。。oヨQ噌‘卜
亀虻。も受く
ミミ9§へ．へ
ミ悪、嵩。§．馬
霞遭ミさ、『へ
ミさhミ§．へ
§薯ミも．儀
ミ§、9ミ塁．馬
。o冾W8
脂省B日。扇
。咽。。。属壽蛍d∈田。曇罎。占冠。嘱8身ミミ魅§き石目。〉。辺。吻書。N日記￡ご08起炎8隷δ思出。驚弱く．印昌m〈←
105）
Presented by Medical*Online
　　　　　　Key　1．ヒマラヤ産．Polygonatu〃1属植物の根茎の内部形態による検索表
1．　木部の通道組織はほとんど有縁孔紋道管からなる．…………・……・・…・…・…………・P．opposittt701itt〃2
1．　木部に有縁孔紋道管が認められず，通道組織は階紋道管，
　　門外道管，網紋道管，らせん紋道管などからなる．
　2．　外木包囲維管束の最大径は200μm以上．
　　3．　外木包囲維管束の最大径は228μm以上，中心柱内での
　　　　粘液細胞の密度は1．3～3．2個／mm2．
　　　4．粘液細胞の最大径は170μm以上．
　　　　5．　束針晶および柱状晶が認められる．………………・・…………………・…………P・　cirrhifolium
　　　　5．通常束針晶のみが認められる．…・………・……・・…………・……・……………P・verticitlatum
　　　4．　粘液細胞の最大径は139～152μm．・………・………・……………・・…・……………P．c〃rvistylum
　　3．　外木包囲維管束の最大径は203～228μm，中心柱内での
　　　　粘液細胞の密度は3．・2～5．8個／mm2．一一………一一…一・……一一…P．　singalilense
2．　外木包囲維管束の最大径は200μm未満．
　　6．　粘液細胞の最大径は285μm以上．………・・………・………・……・…・…・・……・……P．　punetatum
　　6．　粘液細胞の最大径は63～139μm．………・・…・…・…・…………・……・・…………・………P．　hookeri
　6．　P．punctat罰nt（Fig．3－E）
　本種の特徴は，粘液細胞が周辺の柔細胞よりはるかに大きく，最大径が285～336μmで，Dmu、！1）p比が3．9～4．5，
密度も14．　1～21．2個／mm2と高いことである．外木包囲縄束aま小型で最大径は139～177μm，密度は1．9～3．2
個／Mm2．道管も小型で最大径20～25μm．
　7．　P．heekeri　（Fig．　3－F）
　すべての細胞が他種に比して小型で，外木包囲維管束が多数存在することが特徴である．表皮細胞は接線方向径
20～30μm．皮層の柔細胞は接線方向径25～63μm，中心柱のものは径38～76μm．粘液細胞は最大径63～139μm．
外木包囲維管束の密度は7．1個／mm2以上．なお，柱状晶が中国産のもののみに認められる．
　V．市場品の外形および原植物
　1．外　形
　i）　“Ra－mNye”（Fig．4－A）
　長さ2cm，径約5mmの小さな根茎．外面は黄褐色で，円盤状を呈する茎痕が見られる．味は甘く，特有の甘い
匂いがある．
　ii）　“Ra－Mo－Shag”　（Fig．　4－B）
　全形を留めた根茎と長さ0．5～3cmに斜め切りされた根茎断片からなる．全形品は凹凸のある・円柱形～連珠状で，
：節間の長さは2～3cm，節に茎痕が表面よりわずかに突出または陥没して見られる．外面は黄褐色で，根茎を一周す
るリング状のすじがあり，ひげ根を多数付ける。切断されたものでは断面が粉白色を呈し，点状または線状で浅黄色
を呈する維管束が散在する．
ili）　“Lug－Mo－Shag”　（Fig．　4－C）
　長さ約2cmに切断された根茎断片からなる．外面，断面ともに黒褐色を呈する．外面に茎痕，根茎を一周するリ
ング状のすじ，点状の根痕が見られ，ときどきひげ根も残存する．断面では維管束が不明瞭．匂いがやや強い．
　2．原植物
　今回検討したすべての市場品は内部形態的にP．vertici”dtumに合致した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結論および考察
　1．　ヒマラヤ地区に分布するPolygonatum属植物7種（P．　verticillatum，　P．　cirrhifolium，　P．　curvistylum，　P．　singa・
lilense，．P．　oppositifotium，　P．　punctatum，　P．　hookeri）の根茎は，クチクラの厚さ，外木包囲維管束の径と分布密度，
粘液細胞の径および柔細胞の径との比率，分布密度，道管の種類と径，シュウ酸カルシウムの結晶の形状などにより，
それぞれ区別できた（TABLE　r【，　Key　1）．この結果に基づいて，ネパールで入手した‘‘Ra－mNye”，‘‘Ra－Mo－Sbag”，
‘‘kug－Mo－Shag”はすべてP．　verticitlatumの根茎であることを確証した．
　2．P．　verticillatumは変異の大きい種で，染色体数もこれまでに2〃＝24，28，30，60，64，66，84などの個体が報告
されている15）．今回根茎の内部形態を観察した結果，含有するシュウ酸カルシウムの結晶に関して，採集地のうちで
（10s）
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最も西に位置する西ネパールDhaulagiri地区からの標本のみに通常型の束針晶の他に太い針状晶からなる束針晶や
針状晶が松の葉状に集合したものが認められ，またわずかに柱状晶も認められた．一方，その他の12カ所からの標本
は通常型の束三品のみであった．このことは西方のP．　verticillatumはP．　cirrhifoliu〃Zに類似してくることを示唆し
ているように考えられるが，シュウ酸カルシウムの結晶形は変化しやすいものでもあり，今後さらに検討する必要が
ある．また，根茎の大きさについても個体によりさまざまで，カトマンズ市場で入手した本種由来の商品はかなり大
きなものであったが，アンナプルナ周辺の山地で採取したものの多くは細いものであった．根茎の大きさを含あ，本
種の変異については今後染色体数との相関をも検討する必要があろう．
　3．ネパールヒマラヤ地区における現地調査（1983，1986年度）の結果16）では，P．　cirrhifoliumもまた“Ra－mNye”
あるいは“Ra－Mo－Shag”と称されて使用されている．　P．　yertici〃々tumとP．　cirrhifoliu〃zの外形は互いに類似し，
個体数も多いことから，古来この2種が“Ra－mNye”として利用されてきたものと考えられる．また“Ra－Mo・
Shag”と‘‘Lug－Mo－Shag”は花の色で区別するとされているが，　P．　cirrhifoliumの花が淡紫色であることから三種
が‘‘Ra－Mo－Shag”であるとも思えるが，　P．　verticiltatumの花は淡黄色または淡紫色であることから，断定はできな
い．いずれにせよ‘‘Ra－mNye”の採集期間は花期の過ぎた8～10月である3・）ことを考えると，花の色によって両者
を区別するということはそれほど厳密なものではないように思われる．一方，臨床上も‘‘Ra－Mo－Shag”と‘‘Lug・
Mo・Shag”は薬用量が後者が若干多いとされているだけであり17），今回の研究からP．　cirrhifoliumとP．　vertieillatum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クは植物学的にきわめて近縁であったことからも，薬物としては両者を厳格に区別する必要はないと判断される・
　4．　．Po㎏oπo伽粥属植物の地下部は中国医学でもやはり補薬として「黄精」や「玉竹」が用いられており，両者の
関係は‘‘Ra－Mo－Shag”と“Lug－Mo－Shag”との関係に類似しているようにも思える．本属植物の中国医学とチベッ
ト医学における利用の異同などについては，今後中国産薬物を詳細に検討した後に判断したい。
　謝辞：本研究にあたり，材料蒐集にご協力くだされた東京大学総合研究資料館の大場秀章助教授およびネパール
の青年海外協力隊員・奥田生世氏，チベット語文献を翻訳してくだされたLiaison　OMce　of　His：Holiness　the　Dalai
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　A　list　of　abbreviations：　cb：　crystal　bundle，　cu：　cuticle，　ep：　epidermis，　muc：　mucilage，　p：　parenchyma　cell，　s：　sieve
tube，　sto：　stoma，　v：　vessel，　vb：　vascular　bundle，　vbl：　leptocentric　vascular　bundle，　vbo：　collateral　vascular　bundle，
vd：　bordered　pit　vessel．
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